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教育DXを推進し，データ駆動型教育へ
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経験と勘に基づく従来型の教育から，
データに基づく教育へのパラダイムシフト

教育設計 実施
能力評価
効果測定

分析
改善検討

過去
事例

現況
改善

学修
状況

可視化
比較

データ解析を通したエビデンスに基づいて，教育設計，実施，
能力評価，効果測定，活動分析，改善検討のループを実現

教育データ 教育データ 教育データ 教育データ



教育ビッグデータ蓄積基盤
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e-Learning e-Book

出欠確認
レポート提出
小テスト

教材配信
キーワード検索
ハイライト，メモ

PC必携化 (2013~)
全教室に無線LAN

学生19,000名，教職員8,000名

デジタル学習環境の全学展開
学習・教育のプロセスを蓄積

LA
Dashboard

学習振り返り
可視化分析

学習要点の共有



学習分析による授業支援
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処理基盤

教育データ
推薦:

補助教材
関連教材

予測:
成績

可視化:
学生の活動状況

推薦:
授業スピード

教師

学生

学生
変化検出

モデル化

予測技術

他のクラス

家

学習・教育
データを収集

現場に
フィード
バック

学習・教育
データ分析

要約版教材自動生成

閲覧状況リアルタイム可視化
学習活動ログによる成績予測

テストの即時分析

JSTさきがけ 2015.10～2019.03
JST AIP加速課題 2019.04～2022.03

リアルタイムフィードバックにより適応的な授業進行や他者の学習活動把握を支援



教育・学習改善のフィードバックループ
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• 授業・教材改善
• 評価レポート
• シラバス見直し
• 評価方法見直し

• 関連資料推薦
• 成績予測
• 補足説明

• 予習・復習状況
• 小テスト
• 学習日誌

• 学習状況
• 試験，レポート
• 授業アンケート

• 状況確認
• 進行調整

様々な時間粒度で改善の
フィードバックループを実現

• 受講状況
• 理解状況



デジタル教科書の画面例
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ページを移動する前に，
このページの内容が
「わかった」
「わからない」
の反応をお願いします ．

関連教材の推薦情報が載っ
ていることがあります．
マークが点滅しているとき
はチェックしてみましょう．

ブックマーク，マーカー，
メモ，検索などの基本機能



教育データの具体例
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「いつ」，「どこで」，「誰が」，「何を」した？



LAを活用した教育・学習現場の支援
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コース横断分析：CS基礎論
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教師10名 同じシラバス
同じコースデザイン

同じ講義資料

ICCE2017



ペース分析
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Course Teacher 1st week 2nd week 3rd week 4th week

C01 Te01

C02 Te02

C03 Te03

C04 Te01

C05 Te04

C06 Te05

C07 Te03

C08 Te06

C09 Te02

C10 Te07

C11 Te08

C12 Te05

C13 Te06

C14 Te09

C15 Te10

Reading PREVIOUS pages (slow pace)
Reading NEXT pages (fast pace)

C03

C07

ICCE2017

90分

学
生 各行が一人の学生に対応



データで見る教育・学習活動の例
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A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

教師01

教師02

教師03

教師04

教師05

教師06

コース 教師

各点が各学生の活動に対応
同じ色は同一コースの学生

約1300名，6名の教師が担当する同一科目10コース
の学生の学習活動を数値化，2次元マップで可視化

同じコースを受講した学生は比較的近くに分布
学習活動は教師の教え方に影響される！？



成績予測
•各週の活動（予習，課題，レポート，出席）をスコア化
•活動と最終成績の関係を分析，成績を予測

- 6週目までの活動分析で90％以上の成績予測性能
-従来手法よりも早い段階で高精度に成績予測可能
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学生の時系列活動を学習するニューラルネットワーク

ICCE2017



日誌要約
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受講生が書いた日誌を分析し頻出語をランキング化
各週の単語ランキングから個々の具体的な日誌内容を選択閲覧可能
単語の使用頻度推移から講義に対する学生の反応の変化を把握可能



知識マップ描画ツール
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演習：
学生自身で学んだ知識を構造化演習：
学生自身で学んだ知識を構造化

Knowledge Map: BR-Mape-Book: BookRoll

演習：
振り返りの一環として各自で
知識マップを作製

講義中，予習・復習：
ハイライト，メモ



ソーシャル知識マップ
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頻出語，頻出リンク，講義間の関係を俯瞰



構成的学習環境（統合環境）
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Yuta Taniguchi, Tsubasa Minematsu and Atsushi Shimada, Composing 
Learning Environments with e-Textbook System, iTextbooks 2021, 2021.

デジタル教材
ダッシュボード

チャット

複数の独立したシステムをひとつの統合環境風に実現

教師も学生も利用可能



Real-time LADを利用した島田の授業の様子
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閲覧ヒートマップ

追従状況を確認
授業進行を調整

注目エリア

重要箇所／分かった
／分からない箇所に

マーカー



学習ダッシュボード活用の効果
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授業時間

学習ダッシュボードなし

学習ダッシュボードあり

学習ダッシュボードなし

GETIT

NOT GETIT

ADD MARKER

DELETE MARKER

理解度評価・マーカーの活用頻度
教員の説明ページの同期率 上昇

教
員
と
の
ペ
ー
ジ
差

教師のページ切り替えタイミング

【利用者アンケートの分析結果】
オンライン授業にデメリットを感じていた
学生ほど学習ダッシュボードの有効性に対
する評価が高い



LAを活用した主体的な学びの支援
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学習支援の拡張
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学習分析教育現場

学習環境

学習者

•メタ理解
 カタログ化
 配信

•学習カフェ
 学び合い
 学習シーズ・
ニーズ検索

•学習支援者育成
 分析スキル
 学び via 教え

•学習動機
 持続性
 伝承の悦び

要約技術

分析API分析
可視化

事前
学習

弱点
発見

弱点
克服

•教師支援
 学習状況
 授業進行

•学習者支援
 補助教材
 成績予測

スキル
認定

メタ理解
蓄積

メタ理解
共有

意欲
向上

事後
学習

学習データサイエンティスト育成

新たなハブとしての
能動的な大学図書館

学習者を変える

学習環境を変える

教育現場を変える

JST AIP加速課題
2019.04～2022.03



自身の学習を比較
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自分クラス全体平均
閲覧時間
- 淡色：短時間
- 濃色：長時間

閲覧パス
- 細線：少人数
- 太線：多人数

学習活動
- ハイライトの数
- メモの数
- 平均閲覧時間



教材の自動要約
•元教材の中から重要なページを自動発見
•短時間で予習・復習できる資料に自動要約
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30%

50%

70%

90%

All Summary

Give up!

予習達成率が飛躍的に向上

重要ページ

高精度に重要ページを選択



復習ダッシュボード
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①小テスト結果の振り返り ②教材の閲覧時間 ③理解状況に応じた教材推薦

関連WebページA

関連WebページB

関連WebページE

・
・
・

理解不足のページ 関連コンテンツ
• 小テストで間違えた設
問内容の関連ページ

• BookRollの「分からな
いボタン」を押した
ページ

• 多くの人が分からない
と感じたページ



学習効果の分析
•小テスト

-教材を学習後に実施
- 6種の教材を対象
∴6回実施

•小テスト受験の3～4
日後に30分程度復習
- Group A：復習ダッシ
ュボードを利用

- Group B：自力で復習

•総まとめテスト
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小テストの正答率

総
ま
と
め
テ
ス
ト
の
正
答
率

復習用情報のフィードバックによる学習効果向上が示唆

Group A
Group B



学習要点・理解ノウハウの投稿
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2020年5月～

投稿数：442件
公開数：346件
※2020年8月現在

トピック

学習アドバイザによるレビュー

承認 or 差戻 TA

LGC: Learner Generated Contents

質保証の仕組み

写真・画像
自由記述文



共感が多い投稿
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授業回を横断したまとめ記事

プログラミングと絡めた記事

実際にやってみた系の記事

要点の整理に役立った

理解を深めることができた
自分の理解状況がわかった



Teaching botシステム（開発中）
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基本設定の入力 推薦記事に満足した場合 再リクエストする場合



まとめ：これまでのデータに基づく
学習・教育支援エビデンスマップ
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Realtime/On-site Week by week Term by term

Pe
rs

on
Co

ur
se

In
st

itu
tio

n

学習ダッシュボード

説明追従率向上
マーカー利用率向上

学習ダッシュボード

授業進行を調整
学生の理解状況把握

復習ダッシュボード

間違い箇所の理解

成績予測

座学科目で約90％の
予測精度（＠5週目）

メタボード

他者との比較を通し
て評価意識向上

学習リポジトリ

授業回を横断した
科目の要点の整理

学習リポジトリ

投稿した記事が他者
の内容理解に貢献

教材自動要約

予習資料として利用
して予習達成率向上

学習ダッシュボード

学生の学習時間把握
教材改善の参考

教材推薦

推薦タイミングを考
慮すると受理率向上

学生教師

今後も様々な取り組み
を通して拡充



ご清聴ありがとうございました
•研究室Webサイト

•ラーニングアナリティクスセンターWebサイト

•学習教育データ科学研究ユニットWebサイト

•島田個人のWebサイト

• OpenLA Webサイト
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https://limu.ait.kyushu-u.ac.jp/

https://la.kyushu-u.ac.jp/

https://sites.google.com/view/atsushishimada/

https://www.leds.ait.kyushu-u.ac.jp/

http://limu.ait.kyushu-u.ac.jp/~openLA/
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